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２種類の地上設置型レーダー干渉計 



火口周辺に関する地殻変動観測 

火口周辺では、多くの火山で顕著
な地表変動が検出されている。 
 ・マグマの上昇・下降 
 ・ガスだまり・帯水層の膨張・収縮 
             などなど．．． 

基盤的火山観測網(V-net） 

○ GNSSや傾斜計により、高時間分解能
で精度の高い地殻変動が得られる。 

○ 空間分解能向上には限界がある。 

傾斜計による地殻変動 GPSによる地殻変動 

衛星搭載型SARの利用 
新燃岳噴火前の地殻変動 小笠原硫黄島の地殻変動 

○ 高空間分解能の地殻変動 
○ 噴火の直前・直後の変化を捉えるため
には時間分解能が不足 

火口周辺の観測設備 

遠隔地から地殻変動を面的に観測する技術が必要      地上設置型レーダー干渉計 

2014年口永良部島噴火による観測施設の停止 

高時間・空間分解能で火口周辺の
地殻変動を計測し、噴火の直前・直
後にどのような変化が生じているか
を知りたい。 
  

    ・噴火メカニズムの理解 
    ・前駆変動から噴火発生予測 

新燃岳（噴火後） 

火口近傍では、避けられない問題 

浅間山（噴火前） 

（高木ほか，2005） (Ozawa et al., 2015) 

短時間・短波長の帯域を測りたい 

各測地技術で観測可能な帯域 



ストロンボリ火山における地上設置
型合成開口型レーダーの観測例 

地上設置型実開口レーダーに
よる橋梁の変形 

Casagli et al. (2009) 
© Gamma Remote Sensing AG 

観測事例 
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火口直下浅部の膨張に伴う地殻変動（浅間山の観測事例に基づくシミュレーション） 
GNSS機動観測による2004年浅間山噴火前の地殻変動（高木ほか，2005） V-net鬼押出観測点付近から観測した場合 

観測事例 



観測機器の必要要件 

4kmより離れた場
所から観測したい． 



本プロジェクトで導入したセンサー 

GAMMA社製 GPRI2 

LiSA Lab社製 
LiSAmobile k09 

周波数：17.1, 17.15GHz（Kuバンド） 
波長：17.5mm 
バンド幅：200, 300MHz 



スイスアルプスの氷河におけるテスト観測 



スイスアルプスの氷河におけるテスト観測 



散乱強度画像 



散乱強度画像 



推定された速度分布 



推定された速度分布（鳥瞰図） 



推定された速度分布（鳥瞰図） 



スラントレンジ変化時系列 

氷河 

氷河 



Post-fit residual (RMS) 



まとめ 

地上設置型レーダー干渉計による火山性地殻変動のモニタリ
ングに向けた研究に着手 

 

○ 地上設置型レーダー干渉計により，火口周辺の地表変動
を高時間分解能で観測したい． 

○ 合成開口型と実開口型の地上設置型レーダー干渉計を浅
間山の山麓に設置予定 

○ 平成28年度から，本格的に運用を開始する予定 

○ 小領域に限定すれば，1cm/hrの変化は捉えられそう 

○ 大気遅延成分をいかに軽減するかが大きな研究課題 

○ 準リアルタイム処理 

○ 植生のある領域では，干渉性劣化が速い 


